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康平6年 (1063)源頼義が奥州を平定

して鎌倉に帰り、材木座に源氏の氏神

として八幡宮をお澤巳りしたのがはじまり

ですЭ

その後、源頼朝公が鎌倉に入るや

直ちに現在の地に遷しf巳り、建久 2年

(1191)に は上下両宮の現在の姿に整え

られました。鶴岡八幡宮は関東の守護、

国家鎮護の神社となり、全国から崇敬を

集め、各地に八幡宮(八幡神社 )がお祀り

されるようになりました。

現在の建物は、文政 11年 (1828)造 営

で流権現造りの代表的な江戸建築で魂

若宮(下宮)は、寛永元年 (1624)に修復

したもので上宮とともに国の重要文化財

に指定されていま丸

御木殿をはじめ、静御前が舞をおさめ

た若宮廻廊跡に建つ舞殿、そして源平池

等、境内の様々な史跡が800年を越える

長い歴史を語りかけてくれるかのよう

で現 表参道である段葛、若宮大路から

眺める八幡宮は、漆の朱と山の緑と空の

青、更に遠近を考慮した色調と高低とを

見事に演出させており、その美しさには

驚嘆するばかりで丸



年中主要祭祀

1月 1日

1月 3日

1月 4日

1月 5日

1月 1日～7日

1月成人の日

1月 15日

1月下旬

2月 3日

2月初午の日

2月 11日

2月 17日

春分の日

3月下旬

4月初巳の日

4月 3日

4月 29日

5月 5日

6月上旬

6月上旬

6月 30日

6月 30日

7月 7日

立秋の前日

立秋の日

8月 9日

9月 14日

9月 15日

9月 16日

9月 16日

秋分の日

10月初旬

10月 17日

10月 20日

11月 3日

11月 8日

11月 15日

11月 23日

12月 16日

12月 23日

12月 31日

12月 31日

12月 31日

歳旦祭

元始祭

手斧始式

除魔神事

御判行事

成人祭

左義長神事

鶴岡厄除大祭

節分祭

丸山稲荷社初午祭

紀元祭

祈年祭

祖霊社春季例祭

献詠披講式

旗上弁財天社例祭

若宮例祭

昭和祭

菖蒲祭

蛍放生祭

御日供献餞講講社祭

大祓

古神札焼納祭

祖霊社秋季例祭

崇敬者大祭

神嘗奉祝祭

地久祭

明治祭

丸山稲荷社火焚祭

七五三祈請祭

新嘗祭

御鎮座記念祭。御神楽

天長祭

大祓

古神札焼納祭

除夜祭
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鶴岡厄除大祭

蛍放生祭

御祭神
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大祓 (6月 30日 。12月 31日 )
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①段葛 (Dankazura Approachwaガ

政子の安産を祈願して造られた参道で、若宮大路の

中心部となりま丸 春には桜、つつじが満開になり、花の

トンネルができますЭ

②神苑ぼたん庭園 6hin en[Pcony Gaden])

正月ばたん、春ばたんが咲きほこり、花の季節には大勢

の参拝者でにぎわいま現

○源平池 (GenpeiPondめ

東の池(源氏池 )には島が三つ、西の池(平家池 )に 0ま

島が四つあり、それぞれの島の数が源氏の繁栄(三=産 )
と平家の滅亡 (四 =死 )をあらわしていると云われて
いま丸 夏には糸1自の蓮の花が見事に咲きま丸

④旗上弁財天社 (Hataage Benza■ en Shnn0

源氏池の島内にあり、頼朝公の旗上げにちなみ、源氏の

二引きの旗に願をかける御祈祷をお受けしま現

⑤政子石 (Masako Stone)

良縁。夫婦円満の祈願石で姫石ともいいま丸

○流鏑馬馬場 飴 busame Horse■ ack)

例大祭期間中の9月 16日に流鏑馬神事が執り行われ

ますD

⑦齋館 6alkan[Guest House])

大きな祭典に奉仕する献幣使をお迎えしたり、神職が

お籠りをするところで丸

③ 手水舎 (Temレ uya[PunicaJOn Font])

参拝の前に手や口を清めるところで丸

⑨社務所 6httne OficO

神社の事務や祭典の準備等をするところで丸

⑩直会殿 (Naomiden[RecepJon Hall])

祭典後に参列者の直会や諸行事を行う施設で現

〇舞殿 [下拝殿](Maiden[Lower Worship Hal])

静御前が義経を慕い、舞を舞ったところに建ち、下拝殿

とも称し、神事。結婚式等を行いま丸

⑫若宮 [下宮](国重要文化財)(17vlakamり a becOndaり Sh‖祠 )

仁徳天皇、履仲天皇、仲姫命、磐之媛命をお祀りしてい

ますЭ

O柏槙 (Byakushin[Juniped)
実朝公お手植えの本で、種苗は宋より取り寄せたと

云われていま丸

⑭由比若宮達拝所 miwakam″a wOrship,t0

八幡宮の元宮である由比若宮(鎌倉市材木座に鎮座 )

を遥拝するところで現

⑮鶴亀石 (TSurukame Stone)

水で洗えば鶴亀のような輝きを出すと伝えられる名石

ですЭ

⑭自旗神社 6hirahata shttne)

頼朝公、実朝公をお予Eり し、黒塗りの社殿が印象的で

丸 御祭神の御威徳にあやかり必勝や学業成就の信仰

の篤い神社で丸

⑫鶴岡研修道場 (Tsurugaoka■ aining Hall)

八幡大神様御照覧のもと、武道(剣道、柔道、合気道、

弓道)錬成、各種研修の場として開設されていま丸

①「親」銀杏 (大銀杏)と「子」銀杏
(The Great Ginkgo′ s stump and its sapling)

樹齢 1000年を数える大銀杏は平成 22年 3月に強風の

為倒伏 しましたが、その後根元からヒコバエを確認。

現在も順調に成長していますメ写真は平成22年 7月のもの)

① 大石段 (Stone Stai“ )

石段をのぼると本宮(上宮 )。 ここからは、鎌倉の街を

一望できま丸

④本宮 [上宮](国重要文化財)(Hongu[Main shnne])

由緒を参照ください。

④祈祷受付 (Recep■ on Desk)

御祈祷(お祓い)の中し込みをするところで現

②宝物殿 6hnne Museum)

八幡宮の神宝類 (ネ申輿、武具、工芸品、考古資料等)を

陳列していま丸 毎年正月には特別展を開催していま丸

(拝観料:大人200円。イブ、100円 )

②丸山稲荷社 (国重要文化財)(Maruyama nariShnn0

八幡宮では一番古い室町期の建物ですユ 1月 8日の

火焚祭では、鎌倉神楽が奉奏されま丸

⑭ 車お祓い所 (PunicaJOn For Vehic e●

新車等の交通安全のお祓いをするところで丸 車を

こちらに入れ、祈祷受付にてお申し込みください。

① 古神札納所 (P ace For Old Amulet●

古くなったお札。お守り等をお返しするところで丸

④祖霊社 6oにもha[Ancestral Sh‖ ne])

神社神道により各家の祖先のみたまが祀られていま丸

〇今宮 [新宮](lmam″ a shttno

後鳥羽天皇、土御門天皇、順徳天皇をお予Eりしていま現

④武内社 (国重要文化財)(Takeuchi Shttn0

武内宿祢命をお祀りし、延命長寿の御利益があると

云われていま丸

④参拝者駐車場 (Parhng)

参拝者専用の駐車場で現 御祈祷をお受けの方は2時間

まで無料となりま丸

⑩鶴岡文庫 (Tsurugaoka ttbmrガ

八幡宮をはじめ、鎌倉に関する資料が集められていま現

①柳原休憩所〇御谷休憩所①源氏池休憩所 (Rest HousO

ご自由にお休みください。甘酒、コーヒーなどもご用意

しています。

⑫柳原神池 αanagiham Pond)

6月には蛍が舞い、例大祭期間中の9月 16日には鈴虫

が放生されま丸

○喫茶風の社 (Coffee Lounge"Kaze― no mon・ )

参拝者のための喫茶店で現 池を見ながらおくつろぎ

ください。



0本官 [上宮] O舞殿 [下拝殿]

)丸山稲荷社       /

)車お祓い所

〕「親」銀杏(大銀杏)と「子」銀杏

12若宮 [下宮] 16白旗神社

0今宮 [新宮]

28武内社

⑫柳原神池[秋―紅葉]

∋旗上弁財天社

②神苑ばたん庭園

)喫茶風の杜


